








要約:  わが国の乳児の事故のうち、最も頻度が高いものは異物の誤飲である.  諸外国と

比較し、その発生頻度は異常に高い.  誤飲防止の指導として育児雑誌を利用し、ロ径が

32mm となる円筒を作成して乳児のロに入るものをチェックする指導をした.  雑誌のぺー

ジを切り抜いて、実際に円筒を作成し使用した母親 (190 名) と、「自分は気をつけてい

るかち、そのようなチェックは不要である」と答えた母親 (145 名) に対し、7 力月後に

誤飲の発生についてアンケート調査を行った.  その結果、指導実施群では、誤飲の発生

頻度が有意に低かった (p=0.037).  今後、いろいろな地域や施設において、このような

指導法の効果を検討し、誤飲防止の指導法を確立していくことが必要と考えた.


